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報告 4「FD活動の動向と展望について」

義　本　博　司（文部科学省高等教育局高等教育企画課長）

義本です。最後ですし、手短にお話をしたいと思います。先ほど溝上さんから、話としては FDがどれぐらい展開

してきたか、今の状況を俯瞰して課題を明らかにしろという宿題をいただきましたので、その辺の話を中心にさせて

いただければと思っています。

（以下スライド併用）

既にご案内のとおり、11年から設置基準が改善され、展開してきたところです。授業の改善をベースにしていま

すが、先ほど柳澤学長からお話がありましたように、それだけではなく、マクロあるいはミドルのレベルに広がって、

全体として学部教育を中心とした教育改革を進めていこうというような、教学改革の一つのエンジンのような位置付

けになっています。

現状は、資料に書いてあるとおり、基本的にはやらされ感をどう解消し、実質化を図っていくかという取組を、い

ろいろなモデルを考えてやろうとしています。先ほどもありましたように、GPを使っていろいろな形で支援すると

いう形をとっていて、今日ご報告があったような流通科学大学や愛媛大学の取り組みもその一環ではないかと思って

います。（スライド No. 2参照）

この辺は読めば分かる話ですので飛ばします。ここに書いてある内容がかなりいろいろな形で展開されています。

例えば後ほどお話しするティーチング・ポートフォリオやいろいろな形での授業の相互評価もあると思います。（ス

ライド No. 3参照）

国としては、そういう取り組みを積極的に支援するという観点から、いろいろな海外の事例なども紹介しています

が、特に学士課程の答申の中ではその拠点を作っていこうということを中心に触れていました。（スライド No. 4参

照）

それが、昨年 9月に制度化をした共同拠点の話です。既に研究のレベルにおいては国公私立の大学を通じていろい

ろな研究所、あるいは附置研をベースにしたようなところに対しての文部科学大臣の認定仕組みを導入していますが、

その教育版を作ろうというものです。制度としては昨年 9月にできて、今年は 1月から募集をし、全国で 16件の応

募をいただいて、今日その決定がなされる予定です。

基本は、こういう仕組みを導入することによって、先ほどお話があったような FDの組織化をお手伝いして、ほか

の大学も含めたネットワークを広げていく中で活動を活発化していこうというものです。

これは今年度からスタートしますが、まだまだ課題がありまして、基本的には大臣の認定の制度だけで、財政的支

援は付いてきません。共同教育拠点として、選ばれたところについては成果をしっかり出していただいて、お金を呼

び込むような形に持っていければと思っています。

また、この仕組み自体は、先ほど話がありましたように、FD以外にも、例えば農場や演習林、留学生関連施設や

日本語教育センターなど、大学の資源をより有効に活用することによって教育の中身を豊富にしていこうというよう

な話です。（スライド No. 5参照）
FDの義務化以降の現状と課題としては、普及はしてきましたが、やはり画一的・形式的に流れてしまうのではな

いかという懸念、また、学内で FDの意義がなかなか理解されないということです。いろいろな形で大学に伺う機会

がありますが、この話はよく聞くところです。それから、FDフォーラム等いろいろな形でやっていただいています

が、担当者にとってのノウハウやリソースが不足している、特に実質化という観点から主に GPで支援することを最

近やっています。愛媛大学の佐藤先生の言葉によれば、目に見えない苦労や取り組みを可視化することによって広げ

ていこうというような戦略が一つです。（スライド No. 6参照）

可視化の試みとして、いろいろな取り組みをしています。例えば先ほど松下先生から日本はまだまだ導入していな

いという話がありましたが、ティーチング・ポートフォリオということで、いわゆる教員の授業改善での取り組みや
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教育の業績、実績を記録として残して可視化していく、それを反映させていこうというような話です。それから、プ

ログラム自身の可視化として、特に国立教育政策研究所が全国の大学と連携して研究会を作って、FDマップや新任

教員の FDのための基準の枠組みを作っています。このように、可視化の取り組みについてはトライアルの段階です。

（スライド No. 7参照）

中身については、今日はあまり時間がありませんので紹介だけにとどめていますが、先ほどの松下先生のお話に

あったように、例えばティーチング・ポートフォリオで言えば、むしろそういう取り組みを蓄積すること自身が最終

的には共有財産になっていくというような話もあります。この辺はコモンズの考え方とかなり相通ずるところがある

のではないかという感想を持ちました。（スライド No. 8参照）

マップの話はここにありますので、後でご覧いただければありがたいと思います。（スライド No. 9-11参照）

それから、FDの枠組みでは特に何を学ぶかということについて可視化するという内容になっています。

以上、この辺が今日お話ししたポイントです。それに加えて、論文集の 28、29、30ページにポイントを書きまし

たが、新しい動きを紹介したいと思います。今日の論点は、後ほど討論の話があると思いますが、組織化か個人の総

合性を重視するかというようなこともそうですが、よりバランス良く考えて新しい地図を作っていかなければいけな

いというようなところが課題だと思います。

それから、文科省においても、30ページに資料を入れていますが、新しい取り組みについて恐らく FDの活動の

在り方にも直接あるいは間接的に影響があるのではないかと思いますので、ご紹介させていただきます。

一つは、教育情報の公開です。今、中教審で議論をしていますが、学校の基本情報を公開する。新聞にも出ていま

すが、入学者の数や、教員の数などの基本情報の公開を義務づけ、いわゆる保護者や学生、あるいは社会、ステーク

ホルダーに対する説明責任を果たしていくものです。より重視したいのは、30ページにも書いていますが、教育力

を高めていくために何を学生が学んで、何を意図してそこでやっているのかについての情報を大学でしっかりまとめ

ていただいて、公表していただこうということを議論しています。

恐らくそうなると、学内においてのいろいろな形でのご議論が一つの基点になるのではないかと感じています。例

えば目的、あるいはどのように知識、体系を学んでいくのか、いわゆる学士力というような内容を個々の授業やカリ

キュラムでどう構成し、考えていくのかというような視点にもつながってくると思います。

それから 2点目は、いわゆるラーニング・アウトカム、論文集では就業力と書いていますが、学生が社会や職業に

就いた場合、自立的にそれを身に付けるための学びを学内においてキャリアガイダンスという形で取り組んでいただ

くことを求めていくことです。目先の就職対策だけではなく、言ってみればコアとなるような力をどのように授業で

身に付けていくのか。例えば今日、南川先生からローマのお話がありましたけれども、知識を伝えるということだけ

でなく、どのような意図を持って、例えばクリティカル・シンキングなどを含めて、何をどう考えていくのかという

ことを話していただく機会にできればと考えています。

この辺はまだまだ議論があるところですが、むしろこういう形で FDに関連して視野に置いて考えていきたいと

思っています。以上、問題提起でした。ありがとうございました（拍手）。（スライド No. 12-15参照）

（溝上）　すみません、時間を非常に気にしていただいて、ありがとうございました。

それでは、時間が少し遅れていますけれども、4時まで休憩をしたいと思います。4時から田中先生に司会を交代

して後半を進めたいと思いますので、よろしくお願いします。
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